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DP2型磁場変動に伴う電離圏電場の観測

DP2 type ionospheric electric field fluctuations observed by FM-CW HF radar
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九州大学では、福岡県篠栗町 (SAS、磁気緯度 26度)と、ロシア、カムチャッカ半島のパラツンカ (PTK、磁気緯度度
46度)の 2カ所に FM-CW型の短波レーダーを設置し、ドップラー観測による電離圏の電場観測を連続的に行っている。
この観測データを用い、DP2型磁場変動に伴って観測された電離圏電場の DP2変動について議論する。

DP2型の磁場変動は、昼側高緯度の Region1電流の流れ込みに関係して発生する現象である。極域から低緯度・赤道
まで電離圏全体に dawn to duskの電場が侵入すると考えられている。昼側の磁気赤道では、電離圏電気伝導度の赤道エ
ンハンスメントによって、振幅が増大した DP2磁場変化が観測される。一方、夜側では、電離圏の電気伝導度がたいへ
ん低くなるため、電場変化に伴う磁場の変動は観測できなくなる。従って、昼夜を含めた全球的なDP2電場の分布を解
析するためには、夜側でも電離圏電場が観測可能な、短波レーダーを用いる必要がある。
今回、緯度の異なる 2点のレーダーを用いることにより、極域から侵入する DP2電場の緯度分布を調べることを行っ

た。低緯度観測点の SASでは、2003年 5月 6日にDP2型磁場変動に関係した夜間の電場変化を観測した。観測された電
場振動の振幅は、2mV/m程度であった。ここでは、DP2変動の同定を行うために、昼側の磁気赤道観測点 Ancon(ANC)
の磁場データと比較を行っている。一方、中緯度 PTKのレーダーでは、2007年 4月 1日に、DP2型磁場変動に関係し
た電場変動を夜間に観測した。こちらは、5mV/m程度の振幅を持った変化が観測された。
これらの観測データは異なる期間のものであるため、単純には振幅の比較ができない。そこで、DP2変動の判定基準

として用いている ANCの磁場変動の大きさと比較することで、間接的に侵入電場の緯度分布を調べた。この 2つの例で
は、太陽風の様子がどちらも、安定した高速風が続き、1～2時間ほどの周期で IMF が-5nT程度南向きに変化する、と
いうような類似した変化が見られていた。このため、振幅の相対比較を行うにはよい条件のイベントであったと考えて
いる。
これによると、SASの観測では、昼側赤道の ANCの磁場変化 50nTに対して、夜側低緯度の電場変化が 0.9mV/mの

振幅を持っていた。一方、PTKの観測では、ANCの磁場変化 50nTに対して、3.6mV/mの電場変化が観測された。この
結果によると、磁気緯度 46度の PTKから磁気緯度 26度の SASまで電場が広がる間に、電場の強度が相対的に約 4分
の 1に弱まっていたことが分かった。


